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建学の精神 

        畏 神 愛 人 
「神を畏れ人を愛すること」を基に、人間性豊かな人格の完成を目指し、文学・福祉・看

護に関する高度な専門性を意欲的に追求し、地域や国際社会に貢献できる人材を育成する。 

 弘前学院教育方針 

弘前学院の教育はキリスト教信仰にもとづく教育をめざし、神の前に真実に生き真理を

謙虚に追求しつつしんで神の御言葉を聞きすべての人を大切にする畏神愛人の精神をもっ

てすべての人と社会とに対する責任を積極的に果たす人間の形成を目的とする。 

弘前学院大学教育理念 

弘前学院大学は「弘前学院教育方針」に立脚した神と人とに仕え社会に貢献する「畏神

愛人」を掲げる教育研究共同体である。本学は地球規模の視野に基づく正しい認識をもっ

て自ら問題を発見し解決する知恵と力をもつ人材を育成する。それは人類への奉仕を目指

す自由で幅広い学問研究を通してなされる。本学のすべての学生、教員、職員は相互の人

格を尊重し、建学以来の伝統を重んじつつおのおのの立場において時代の要請に応えうる

大学の形成に努める。 

社会福祉学部 設置の目的 

社会福祉学部の目的は、建学の精神である『畏神愛人』(人間尊重)の立場から「子どもか

らお年寄りまであらゆる人が抱える生活課題や地域で生じる課題に強い関心をもち、その

問題解決のために必要な専門知識を身につけた人材」と「福祉に限らず広い知識と思考力

を身につけ『福祉マインド』をもって社会に貢献できる人材」を育成することである。 

 社会福祉学部 教育目標 

 社会福祉学部では人間としての権利とは何か、人間としての尊厳とは何かについて等、

人間存在の根源的テーマの1つひとつを各人に心底から問い続けることのできる人材、かつ、

豊かな社会の中で、又、激しい競争社会の中で、ややもすると、孤立しがちな人々の思い

にしっかりと心を寄り添えることのできる人材の養成を目指す。 

 少子高齢化、人間関係の希薄化、格差社会等が叫ばれる中、生活していくうえで課題を

抱えた人は増加の一途をたどっている。また、その生活課題は複雑化している。国民の福

祉に対する期待が高まる中、このような社会情勢の要請を受ける形で本学部は、教育面で

の到達目標を以下3点掲げている。  

 第1は、実践力のある社会福祉の専門職者を養成する。  

 第2は、社会福祉学を学んだ教員を養成し、社会福祉教育の進展に寄与する人材の輩出を

目指す。  

 第3は、社会福祉の諸問題に真摯に向き合い、“いのち”や“くらし”を保障していく立

場を守り続ける生活者として生きる。 

 これらの人間形成に向けての教育に全学を挙げた取り組みを展開している
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2019 年度 

「学生による授業評価アンケート」結果 

 

 

●実施目的 

 学生による授業評価を通して、学生の意見を知り、社会福祉学部の教育を改善していく

ために行うことを目的とする。 

 

●実施対象科目 

 2019 年度社会福祉学部開講科目のうち、62 科目で実施した。対象とした科目は社会福

祉学部の専任教員が担当する科目であり、非常勤講師の受け持ち科目は除いた。また、対

象は講義科目のみで、演習科目や実習指導科目、集中講義等は対象から除いた。 

 

●総回答者数 

 科目登録者延べ 2,159 名のうち、回答者総数は 1,690 名。回答率は 78.28%。 

 

●質問項目 

 共通質問項目 12 項目および自由記載欄。 

 

●集計方法 

 回収したアンケート用紙(マークシート)を OCR で読み取り、各質問項目について単純集

計を行った。また、過去 2 年の結果と比較し傾向を把握した。 

 

●プライバシー・ポリシー 

 この授業評価は、学生の意見を知り、社会福祉学部の教育を改善していくことを目的と

して実施するものであり、それ以外の目的のために使用することはない。なお、個人情報

保護の観点から、調査結果の取り扱いについては社会福祉学部社会福祉学科の厳重な管理

の下に行うものとし、また実施にあたっては、回答結果から回答者が特定されることがな

いように十分に配慮するものとする。 
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様式 

 

社会福祉学部 授業に関するアンケート（2017 年度改定様式を 2019 年度も使用） 

 

このアンケートは、学生の意見を知り、社会福祉学部の教育を改善していくために行う

ものです。アンケートは無記名で行い、成績評価に使用することはありません。また、回

答結果が担当教員に、直接的な利益、不利益をもたらすこともありません。ありのままの

考え、事実を答えてください。 

 以上の点を理解の上、アンケートへの協力をお願いします。 

 

 以下の質問に対して、別紙の記入用紙に該当する番号にレ(鉛筆で濃く)を記入してください。 

 

A あなた自身についてうかがいます 

 

Q1 この授業に意欲的に取り組みましたか。 

1 そう思う  2 まあそう思う  3 あまりそう思わない  4 そう思わない 

 

Q2 あなたはこの授業について、授業外での学習(予習、復習、課題)を、平均して 1週間

にどれくらい行いましたか。 

1  ほとんど行っていない      4   30 分～1 時間ぐらい 

2  15 分未満          5   1～2 時間ぐらい 

3  15～30 分ぐらい       6  2 時間以上 

 

Q3 この授業のシラバスに示された到達目標や評価方法を知っていますか。 

1  よく知っている         4   あまりよく知らない 

2  知っている          5   知らない 

3  どちらともいえない      

 

Q4 シラバスに示されている到達目標を達成できましたか。 

1 そう思う  2 まあそう思う  3 あまりそう思わない  4 そう思わない 

 

 

 

 

 

 

                                  ※裏面に続く  
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B.  授業についてうかがいます 

 

Q5 授業内容の難易度は適当でしたか。 

 1 難しい  2 やや難しい  3 ちょうどよい   4 やや易しい  5 易しい 

 

 

Q6 授業のペースは適当でしたか。 

 1 多い   2 やや多い   3 ちょうどよい   4 やや少ない  5 少ない 

 

 

Q7 教員の話し方は明瞭で聞き取りやすかったですか。 

1 そう思う  2 まあそう思う  3 あまりそう思わない  4 そう思わない 

 

 

Q8 資料(ビデオ、スライド、プリント等)、板書は、授業内容の理解に役立ちましたか。 

1 そう思う  2 まあそう思う  3 あまりそう思わない  4 そう思わない 

 

 

Q9 教室の広さ、機器などの教室環境は適切でしたか。 

1 そう思う  2 まあそう思う  3 あまりそう思わない  4 そう思わない 

 

 

Q10 始業・終業の時刻は守られていましたか。 

1 そう思う  2 まあそう思う  3 あまりそう思わない  4 そう思わない 

 

 

Q11 この授業は、あなたの将来の学習の動機を高めるものになりましたか。 

1 そう思う  2 まあそう思う  3 あまりそう思わない  4 そう思わない 

 

 

Q12 総合的に見て、あなたはこの授業に満足しましたか。 

1 そう思う  2 まあそう思う  3 あまりそう思わない  4 そう思わない 

 

C. この授業に関する感想・意見を自由に書いてください。 

 

 

 

 

           

          以上で授業に関するアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 
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結果Ⅰ  2019年度 全体集計表  

 

 A. あなた自身について 

Q1. あなたは、この授

業に意欲的に取り組み

ましたか。 

回答総数  

平均値 

そう思う

(+4) 

まあそう

思う(+3) 

あまりそ

う思わな

い(+2) 

そう思わ

ない(+1) 
無記入 

617 809 230 34 0 3.19 

  

Q2. あなたはこの授業

について、授業外での

学習(予習、復習、課題)

を、平均して 1週間に

どれくらい行いました

か。 

回答総数 

平均値 

ほとん

ど行っ

ていな

い(+1) 

15 分

未満

(+2) 

15 分

～30

分 

くらい

(+3) 

30 分

～1 時

間くら

い(+4) 

1～2

時間く

らい

(+5) 

2 時間

以上

(+6) 

無記入 

657 339 323 260 74 37 0 2.33 

 

Q3. この授業のシラバ

スに示された到達目標

や評価方法を知ってい

ますか。 

回答総数  

平均値 よく知

ってい

る(+5) 

知って

いる(+4) 

どちら

ともい

えない

(+3) 

あまり

よく知

らない

(+2) 

知らな

い(+1) 

無記入 

420 604 337 230 99 0 3.60 

 

Q4. シラバスに示され

ている到達目標を達成

できましたか。 

回答総数  

平均値 そう思う

(+4) 

まあそう思

う(+3) 

あまりそう

思わない

(+2) 

そう思わな

い(+1) 

無記入 

375 819 400 96 0 2.87 
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B. 授業について 

Q5. 授業内容の難易度は適当

でしたか。 

難しい やや難

しい 

ちょう

どよい 

やや易

しい 

易しい 無記入 回答総数 

385 525 757 8 15 0 1690 

 

Q6. 授業のペースは適当でし

たか。 

多い やや多

い 

ちょう

どよい 

やや少

ない 

少ない 無記入 回答総数 

267 371 1030 18 4 0 1690 

 

  回答総数 

平均値 そう思う

(+4) 

まあそう

思う(+3) 

あまりそ

う思わな

い(+2) 

そう思わ

ない(+1) 

無記入 

Q7. 教員の話し方は明瞭で聞

き取りやすかったですか。 
749 663 205 74 0 3.24 

Q8. 資料(ビデオ、スライド、

プリント等)、板書は、授業内

容の理解に役立ちましたか。 
867 641 140 42 0 3.38 

Q9教室の広さ、機器などの教

室環境は適切でしたか。 
759 570 200 161 0 3.14 

Q10 始業・終業の時刻は守ら

れていましたか。 
1177 430 69 14 0 3.64 

Q11.この授業は、あなたの将

来の学習の動機を高めるもの

になりましたか。 
728 727 188 47 0 3.26 

Q12.総合的に見て、あなたは

この授業に満足しましたか。 
715 766 158 51 0 3.27 
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結果Ⅱ 前年度・前々年度との比較グラフ 

 

 A 学生自身の自己評価 

 

【質問項目 1】この授業に意欲的に取り組みましたか。 

 

 

 

   

    2017 年度          2018 年度           2019 年度 

 ■:そう思う ■:まあそう思う ■:あまりそう思わない ■:そう思わない ■:無回答                                

 

 

【質問項目 2】 あなたはこの授業について、授業外での学習(予習、復習、課題)を、平均 

して 1週間にどれくらい行いましたか。 

 

 

 

     

    2017 年度          2018 年度         2019 年度 

■:ほとんど行っていない ■15 分未満 ■:15～30 分程度 ■:30 分～1 時間程度   

■:1～2 時間程度 ■:2 時間以上 ■:無回答                                  
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53.8% 

 

 

52.1% 

%% 

12.6% 

 

4.4% 

  

4.4% 

 

40.9% 

 

 

16.8%

% 

40.4% 
15.6% 

 

4.8% 

15.6% 

% 

29.7% 

% 

5.6% 
1.2% 

0.1% 2.3% 

13% 
30.8% 

0.1% 3.6% 
5.1% 

14.5% 

16.4% 

19.4% 

36.5

%

47.9

%

13.6

%

2.0% 0.0%

 

4.4%2.2% 0%

15.4

% 38.9

%

19.1

% 20.1

%

 

 



 

【質問項目 3】この授業のシラバスに示された到達目標や評価方法を知っていますか。 

 

24.9

%

35.7

%

19.9

%

13.6

%

5.9% 0.0%

 

    2017 年度         2018 年度          2019 年度 

■:よく知っている ■:知っている ■:どちらともいえない ■:あまりよく知らない 

■:知らない ■:無記入                             

 

【質問項目 4】シラバスに示されている到達目標を達成できましたか。 

  

 

22.2%

23.7%

48.5%

5.7%
0.0%

 

    2017 年度         2018 年度        2019 年度 

■:そう思う ■:まあそう思う ■:あまりそう思わない ■:そう思わない ■:無回答                                
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18.8% 

 

 

19.8%

% 

8.7% 
1.5% 

 

15.7% 

15.4% 

 

 

47.1%

% 

26.2% 

9.7% 

1.6% 

35.5% 

 

 

21.7

%

34.7

%

21.8

%

14.8

%

6.7%0.3%

 

0.2%5.8%

24.7%

18.3%

51.0%

 



B.授業に対する評価 

【質問項目 5】 授業内容の難易度は適当でしたか。 

 

 

     

    2017 年度          2018 年度          2019 年度 

■:難しい ■:やや難しい ■:丁度良い ■:やや易しい ■:易しい ■:無回答                                

【質問項目 6】 授業のペースは適当でしたか。 

 

 

     

    2017 年度          2018 年度          2019 年度 

■:難しい ■:やや難しい ■:丁度良い ■:やや易しい ■:易しい ■:無回答                                

【質問項目 7】 教員の話し方は明瞭で聞き取りやすかったですか。 

 

 

     

    2017 年度          2018 年度          2019 年度 

■:そう思う ■:まあそう思う ■:あまりそう思わない ■:そう思わない ■:無回答                                
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38.8% 

1.1% 

 

37.7% 

 

 

37.9% 

 

 

34.6%

% 

24.4% 

1.1% 

 

0.1% 1.1% 

0.5% 

 

 

26.5%

% 

17.8% 

1% 

 

1.1% 

15.8% 

 

 

38.2%

% 

38.2% 

7% 
 

1.1% 

0.4% 

53.2% 

15.5% 

0.6% 
1% 

21.5% 

52.8% 

 

 

16.6% 

 

 
28.6% 

 

 

1.4% 

 

 

0.1% 

 

 

35% 

 

 
45.1% 

 

 

3.9% 

 

 

0.2% 

 

 

0.5% 0.9% 0.0%

22.8%

44.8%

31.1%

 

1.1%

0.2%
0.0%

15.8%

22.0%
60.9%

 

4.4% 0.0%

12.1%

44.3%

39.2%

 



【質問項目 8】 資料(ビデオ、スライド、プリント等)、板書は、授業内容の理解に役立ち 

ましたか。 

 

     

    2017 年度          2018 年度          2019 年度 

■:そう思う ■:まあそう思う ■:あまりそう思わない ■:そう思わない ■:無回答                                

 

【質問項目 9】 教室の広さ、機器などの教室環境は適切でしたか。   

 

   

44.9%

33.7%

11.8%

9.5%
0.0%

 

     2017 年度          2018 年度          2019 年度 

■:そう思う ■:まあそう思う ■:あまりそう思わない ■:そう思わない ■:無回答                                

 

【質問項目 10】 始業・終業の時刻は守られていましたか。 

 

              

69.7%

25.4%

4.1%0.8%0.0%

     

 

2017 年度            2018 年度          2019 年度 

■:そう思う ■:まあそう思う ■:あまりそう思わない ■:そう思わない ■:無回答                                
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43% 

 

 

38.6%

% 

47.2% 

8.6% 

 

1.3% 

65.1% 

 

 

27.9%

% 

4.8% 
1% 1.2% 

36.1% 

 

 

48.2%

% 

10.1% 

4.4% 

 

1.2% 

4.3% 

45.9% 

 

 

7.8% 

 

 

3% 

 

 

0.2% 

 

 
8.3%

2.5% 0.0%

51.3%

37.9%

 

3.9% 0.2%

10.8%

38.8%

46.3%

 

3.8% 0.8% 0.2%

66.1%

29.1%

 



【質問項目 11】 この授業は、あなたの将来の学習の動機を高めるものになりましたか。 

 

 

     

    2017 年度          2018 年度          2019 年度 

■:そう思う ■:まあそう思う ■:あまりそう思わない ■:そう思わない ■:無回答                                

 

 

【質問項目 12】 総合的に見て、あなたはこの授業に満足しましたか。 

 

 

     

    2017 年度          2018 年度          2019 年度 

■:そう思う ■:まあそう思う ■:あまりそう思わない ■:そう思わない ■:無回答              
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45.5% 50% 

11.4% 

 

3.1% 

48.3% 44.4% 

35.6% 

5.2% 

36.5% 

36.3% 

 

 

13.5%

% 

3.5% 1.3% 

 

0.3% 

10.3% 

 

 

36.4% 

5.3% 1.3% 

 

0.2% 

11.6% 

 

 

2.8%0.0%

11.1%

43.0%

43.1%

 

3.0%0.0%

9.3%

42.3%

45.3%

 



2019(令和元)年度「社会福祉学部」授業評価アンケート結果から掘り起こされた教育改

善の視点(総括) 

質問１「あなたはこの授業に意欲的に取り組みましたか」では、「そう思う・まあそう思

う」と回答した比率が 84.4％となり、2018 年度 84.6%、2017 年度 82.1％と比較し高水準

を保っており、授業への参加度が高まっている様子が見て取れる。特に、最も高い評価の

「そう思う」の比率は、36.5％に達し過去 2 年と比較しても、積極的な評価に値すると思

われる。 

また、質問 3 の「シラバスに示された到達目標や評価方法を知っていますか」では、「よ

く知っている」を選択した学生が 24.9%と昨年に比較し、過去 2 年と比較しただけでもそ

の伸びが確認できる。反対に、「あまりよく知らない・知らない」という学生は、同前年比

で 2.0％減少している。これは、シラバスの認知度が徐々にではあるが、上がっていること

を示す。同時に、質問４の「シラバスに示されている到達目標を達成できましたか」では、

「そう思う・まあそう思う」の肯定的評価が、昨年度に比べ 0.4％上昇しており、授業の達

成度についても、シラバスとの関係で、肯定的にとらえる学生の増加が確認できる。特に、

この項目では、「そう思わない」という最も否定的意見が 5%台まで減少しており、シラバ

スに沿った授業の改善が見て取れる。 

授業に対する評価についても、質問 5 の難易度は、徐々に「丁度良い」が過去 2 年の結

果と比べて増加しており、質問 6 の授業のペースを質問した結果と相まって、2 つの点で、

『適当』と考える学生が徐々にではあるが、増えていることがうかがえる。また、教員の

話し方（質問 7）や資料等の評価（質問 8）についても、肯定的評価が順調に伸びていると

言える。 

こうした個々の評価に加え、総合的な評価としての質問 11 の「将来の学習の動機を高め

る」と質問 12 の「授業に満足したか」においても、継続して、肯定的評価が増加している

ことがうかがえる。 

引き続き改善が求められる項目としては、何よりも、授業外での学習である。質問 2 の

「授業外での学習（予習・復習・課題）等を平均して 1 週間にどれくらい行ったか」につ

いて、「1 時間以上」と答えた学生は、6.6％と前年度 8.7%、前々年度 10.4%に比較しても

減少しており、相変わらず、ほとんど行っていない学生が 4 割弱を占める現状も改善され

てはいない。これらの、自己学習の推進が、何よりも本学に求められていることと言えよ

う。自ら予習し、わからない部分を復習する習慣の獲得が必要と言える。 

また、シラバスについても、改善する傾向にあるとはいえ、相変わらず、到達目標や評

価方法を「知らない・あまり知らない」学生が 2 割弱いる状態が(この 3 年)続いている。

シラバスの到達度については、確実に良い評価が、増えてきているが、認知度を上げる努

力、特に意欲の高くない学生に対して、挙げていく努力が求められていると言える。 

引き続き、良い評価が伸びている授業本体についての「継続的改善」は、もちろんのこ

とであるが、授業外での学習の動機づけをいかに行っていくかを検討する必要がある。ま

た、シラバスに対する継続的認知度のアップも求められるところである。ＦＤ活動におい

ては、こうした改善点への対応を含め、どのように授業改善を行っていくかということを、

皆で考察し、学生への対応の向上が図られるように、努力することが求められている。学

部 FD 研修会などを通じて地道に取り組んでいきたい。 
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